
佛
教
大
学
一
般
入
試
現
代
文
対
策
講
座 

 

○
佛
教
大
学
の
現
代
文
に
つ
い
て
（
傾
向
と
分
析
） 

 

２
０
１
９
年
度
入
試
出
題
出
典 

【
評
論
】 

二
月
一
日 

山
田
真
茂
留 

『（
普
通
）
と
い
う
希
望
』 

二
月
二
日 

岩
井
克
人
・
前
田
裕
之 
『
経
済
学
の
宇
宙
』 

二
月
三
日 

外
山
滋
比
古 

『
も
の
の
見
方 
思
考
の
実
技
』 

【
小
説
】 

二
月
一
日 

森
浩
美 

『
最
後
の
お
便
り
』 

二
月
二
日 

過
去
問
集
に
記
載
な
し 

二
月
三
日 

沢
木
耕
太
郎 

『
無
名
』 

【
対
策
に
つ
い
て
】 

  

☆ 

試
験
直
前
の
時
期
に
何
を
意
識
す
べ
き
か 

  

（
評
論
） 

 

「
漢
字
語
句
系
問
題
」 

 

本
学
過
去
問
と
セ
ン
タ
ー
試
験
過
去
問
で
最
後
の
仕
上
げ
を 

 

「
語
句
・
文
章
挿
入
系
問
題
」 

 
 

接
続
詞
は
そ
の
働
き
に
注
目 

 
 

語
句
挿
入
は
、
選
択
肢
間
の
意
味
の
違
い
を
明
確
に 

 
 

脱
文
補
充
は
文
章
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
意
識 

 

「
文
章
内
容
系
問
題
」 

 
 

と
に
か
く
で
き
る
だ
け
早
く
『
本
文
の
着
地
点
（
主
旨
）』
を
読
み
取
る 

 

（
小
説
） 

 

「
感
情
の
連
続
を
以
下
に
読
み
取
る
か
」 

 

☆ 

文
章
を
読
む
ス
ピ
ー
ド
、
主
旨
を
つ
か
む
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
は 

 
 

『
入
試
問
題
を
読
む
こ
と
』
が
最
善
か
つ
催
促
の
対
処
法
！
！ 

  
 

今
回
の
ラ
イ
ブ
講
義
で
は
、
評
論
分
を
中
心
に
解
説
し
ま
す
！ 



                                    

 
 

 
 

「文
章
を
読
み
解
く
力
と
は
い
っ
た
い
何
か
？
」 

 
 

 
 

現
代
文
は
『冒
頭
』に
着
目
す
る
こ
と
が
必
須 

論
説
文
の
設
問
の
典
型
的
な
構
造
か
ら
入
試
問
題
を
分
析 

 

※ 

設
問
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 

☆
『前
提
』 →

 

『問
題
提
起
』 →

 

『論
証
』 →

 

『種
明
か
し
』 

・『前
提
』が
も
つ
意
味
合
い 

  

・そ
し
て
『問
題
提
起
』が
現
れ
る 

  

・『論
証
』は
ど
の
よ
う
に
問
題
に
問
わ
れ
る
の
か 

  

・『主
張
』は
こ
こ
で
『再
確
認
』さ
れ
る
こ
と
に 

   
 
 

入
試
問
題
の
設
問
は
、
ひ
と
つ
の
物
語
を
効
果
的
に
表
現
す
る
誘
導
で
あ
る 



 

過
去
問
演
習
で
考
え
て
み
よ
う 

 

 



 

 

 



 

 

  



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


